
は
じ
め
に

本
稿
の
墓
主
史
鉄
棒
は
、
本
訳
注
連
載
の

(

１)

で
取
り
上
げ
た
史
射
勿
の
孫
に
あ
た
り
、
父
親
は
前
々
号
の
史
訶
耽
の
弟
、
前
号
の
史
道
洛
の

兄
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
墓
主
は
史
訶
耽
、
史
道
洛
の
甥
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
墓
地
は
、
固
原
南
郊
村
を
東
西
に
通
る
農
道
の
北
、
史
訶
耽
墓
の

東
約
四
〇
〇�
の
地
点
に
あ
っ
た
。

史
鉄
棒
墓
の
発
掘
は
、
寧
夏
固
原
博
物
館
考
古
工
作
隊
に
よ
っ
て
一
九
八
六
年
六
月
中
旬
よ
り
八
月
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
墓
室
は
一
辺
約

三�
の
正
方
形
を
し
て
お
り
、
天
井
は
既
に
崩
れ
落
ち
て
い
た
。
墓
室
西
側
は
床
面
よ
り
六
〇
㎝
ほ
ど
高
く
施
さ
れ
、
そ
こ
に
遺
体
が
安
置
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
遺
骨
は
黄
色
く
変
色
し
て
粉
末
状
で
室
内
に
散
乱
し
て
い
た
。
遺
物
は
少
な
く
、
陶
器
の
鉢
・
椀
、
鍍
金
の
銅
盤
・
銅
勺
や

小
銅
鏡
な
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
墓
室
内
の
入
り
口
近
く
に
墓
誌
石
と
誌
蓋
が
残
さ
れ
て
い
た
。
墓
葬
の
詳
細
は
、
後
掲
参
考
文
献
①
、
七
八
〜

八
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
史
鉄
棒
墓
の
北
西
一
〇
〇�
の
地
点
に����
と
整
理
番
号
の
う
た
れ
た
墓
が
み
つ
か
り
、
そ
の
位
置
関
係
か

ら
同
族
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
墓
は
早
期
に
盗
掘
を
受
け
、
墓
誌
も
存
在
せ
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る

(

同
、
八
五
〜
八
六
頁)

。

さ
て
、
史
鉄
棒
の
墓
誌
石
は
縦
・
横
五
九
㎝
、
厚
さ
一
三
㎝
で
、
誌
文
は
全
二
八
行
、
毎
行
二
七
字
で
、
楷
書
体
で
あ
る
。
誌
蓋
は
縦
・
横
は
同

サ
イ
ズ
、
厚
さ
は
約
一
四
㎝
で
、
篆
書
で
三
行
、
毎
行
三
字
で

｢

大
唐
故
史
公
墓
誌
之
銘｣

の
九
字
が
刻
さ
れ
る
。
本
稿
執
筆
者
の
う
ち
、
石
見
清

裕
・
福
島
恵
の
二
名
は
、
二
〇
〇
五
年
・
〇
六
年
夏
期
に
寧
夏
固
原
博
物
館
を
訪
れ
、
墓
誌
石
を
実
見
・
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た

(

大
阪
大
学
・

森
安
孝
夫
研
究
代
表
の
科
研
費
調
査
の
一
環
、
本
誌
前
号
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
参
照)

。
本
稿
は
、
そ
の
際
の
調
査
の
成
果
も
踏
ま
え
て
い
る
。
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史
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参
考
文
献

①

寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
・
羅
豊
編
著

『

固
原
南
郊
隋
唐
墓
地』
(

文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年)

②

寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
・
中
日
原
州
聯
合
考
古
隊
編

『

原
州
古
墓
集
成』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年)

③

栄
新
江
・
張
志
清
主
編

『

従
撒
馬
爾
干
到
長
安
―
粟
特
人
在
中
国
的
文
化
遺
迹』

(

北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)

④

羅
豊

『

胡
漢
之
間
―�
絲
綢
之
路�
与
西
北
歴
史
考
古
―』
(

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)

⑤

寧
夏
固
原
博
物
館
編
著

『

固
原
歴
史
文
物』

(

科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)

⑥

寧
志
新

『

隋
唐
使
職
制
度
研
究

(

農
牧
工
商
編)』
(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年)

第
六
章

｢

畜
牧
業
生
産
類
使
職｣

以
上
の
う
ち
、｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

の
拓
本
写
真
は
、
文
献
①
八
四
頁
、
②
図
版
一
二
八
、
③
九
八
頁
、
④
四
六
五
頁
に
、
原
石
誌
面
写
真
は
文
献

⑤
二
二
〇
頁
に
、
録
文
は
文
献
①
八
二
〜
八
四
頁
、『

全
唐
文
補
遺』

第
七
輯

(

三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年)

四
八
三
〜
四
八
五
頁
に
、
墓
誌
文

と
在
来
史
料
と
の
基
礎
的
な
対
照
は
文
献
①
二
一
一
〜
二
一
三
頁
、
④
四
六
四
〜
四
六
七
頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
る
。
墓
室
の
構
造
や
出
土
遺

物
、
お
よ
び
発
掘
調
査
経
過
の
詳
細
は
、
文
献
①
七
八
〜
八
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

訳
注

凡
例

１

本
訳
注
は
、
録
文
・
訓
読
・
語
釈
・
口
語
訳
か
ら
な
る
。

２

テ
キ
ス
ト
は
、
上
記
文
献
⑤
二
二
〇
頁
の
原
石
写
真
、
お
よ
び
②
図
版
一
二
八
、
③
九
八
頁
の
拓
本
写
真
に
よ
る
。
さ
ら
に
現
地
調
査
に
よ
っ

て
録
文
を
確
定
し
た
。

３

録
文
は
、
極
力
テ
キ
ス
ト
の
字
体
に
忠
実
に
写
し
、
一
部
の
異
体
字
は
本
字
に
改
め
た
。
改
行
、
空
格
も
テ
キ
ス
ト
ど
お
り
と
し
、
便
宜
上
句

読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
訓
読
と
語
釈
見
出
し
の
字
体
は
録
文
に
従
い
、
そ
れ
以
外
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。
訓
読
の
送
り
が
な
は
現
代
か
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な
づ
か
い
と
し
た
。

４

引
用
史
料
の
典
拠
は
次
の
と
お
り
で
、
引
用
箇
所
を
頁
数
で
示
し
た
。

正
史
・『

唐
六
典』

『

元
和
郡
県
図
志』

＝
中
華
書
局
・
標
点
本

『

詩
経』

＝
集
英
社
・
漢
詩
大
系

『

老
子』

『

山
海
経』

＝
集
英

社
・
全
釈
漢
文
大
系

『

楚
辞』

『

文
選』

『

論
語』

『

礼
記』

『

書
経』
『

列
子』

『

荀
子』

『

孟
子』

＝
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
大
系

『

呂
氏
春
秋』

＝
明
治
書
院
・
新
編
漢
文
選

『

周
礼』

＝
十
三
経
注
疏
整
理
本

『

周
礼
注
疏』

、
北
京
大
学
出
版
社

『

水
経
注』
＝

『

水
経
注
疏』

江
蘇
古
籍
出
版
社

『

塩
鉄
論』

＝

『

塩
鉄
論
校
注』

王
利
器
校
注
・
新
編
諸
子
集
成
・
中
華
書
局

『

唐
会
要』
＝
上
海
古
籍
出
版
社

『

唐
文
粋』

＝
文
淵
閣
四
庫
全
書
本

５

担
当
は
、
録
文
を
福
島
恵
が
作
成
し
、
訳
注
は
原
文
第
九
行

｢

聲
冠
朋
儕｣

ま
で
を
福
島
、
第
一
八
行

｢

先
君
之
舊
塋｣

ま
で
を
吉
田
愛
、
第

二
三
行
ま
で
を
酒
井
規
史
・
滝
川
正
博
、
銘
文
を
深
澤
貴
行
・
河
野
剛
彦
が
、
考
察
の

｢

唐
の
監
牧
制
と
固
原
の
史
氏｣

を
山
下
将
司
が
、
そ

れ
以
外
の
部
分
を
石
見
清
裕
が
分
担
執
筆
し
、
そ
れ
ら
を
福
島
と
石
見
が
ま
と
め
た
。
本
稿
の
責
任
の
一
切
は
、
石
見
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

【
録
文
】

�
大
唐
故
司
馭
寺
右
十
七
監
史
君
墓
誌
銘
并

序

�
君
諱
鐵
棒
、字�
集
、原
州
平�
人
也
。若
夫
曽
構
巍
峩
、西�
崑
崙
之
阜
、遥
源

�
浩�
、東
演
析
木
之
津
、雲
霏
霞
布
、騰
光
華
於
漢
室
、�
茂�
分
、鬱
蒙
密
於
河

�
右
。曽
祖
多
思
、周
亰
師
摩
訶
薩
寳
、酒
泉
縣
令
。祖
槃�
、

皇
朝
左
領
軍
驃

��
将
軍
。父
大
興
、

皇
朝
上�
都
尉
、右
衞
安
化
府
軍
頭
。並
宏
量
不
測
、�

�
峯
特
秀
、英
望
攸
歸
、�
豪
是
属
、冠
盖
雲
蔭
、車
馬
川
流
。表
三
異
於
一
同
、曜
五

�
兵
於
七
校
。君
質
勁
松�
、材�
杞
梓
。掩
芝
田
而
散
馥
、皷
蘭
薄
以
馳
芳
。既
齒

�
青
襟
、爰
開
縹�
、遊
精
學
府
、引
思
文
塲
。剛
貞
標
切
玉
之
竒
、雕
琢
就
連
城
之

�
噐
。貞
觀
廿
三
年
、授
右
勲
衞
、要
戟

紫
宸
、�
戈
丹
掖
。譽�
戎
校
、聲
冠
朋
儕
。

��
顯
慶
三
年
、�
授
司
馭
寺
右
十
七
監
。趣
馬
名
官
、駕
人
司�
、荊
珎
抵

��
鵲
、牛
鼎��
。闕
里
思
於
執
鞭
、蒙
邑
安
於
園
吏
。遂
乃
觸
理
宣
用
、随
事
效
能
。
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��
牧
養
妙
盡
其
方
、服
習
不
違
其
性
。�
群
斯
去
、逸
足
無
遺
。飛
響
造
天
、寧��

��
坂
。流
光
曳
練
、奚
止�
門
。秦
后
之
功
、不
獨�
於
往
録
。�

侯
之�

、豈
孤
擅
於

��
前
頌
。君
、風
神
朗
俊
、噐
業
貞
實
。義
不
遺
物
、信
必
由
衷
。忠
以
奉
上
、謙
以
接
下
。

���怱
聽
察
於
無
響
、清
明�
於
未
形
。俯
仰�
矩
、周
旋�
則
。貶�

或
遺
纎
介
、褒

���
不
弃
秋
毫
。而
神
理
希
微
、人
塗
奄
忽
。一
随
運
往
、千
載
幽
泉
。�
封
元
年
八

��
月
十
三
日
、以
疾
終
於
原
州
平�
縣
勸�
里�
。春
秋
◆
有
四
。粤
以
咸�

元

��
年�
次
庚
午
、十
二
月
庚
午�
十
三
日
壬
午
、��
於
先
君
之
舊
塋
。嗚
呼
哀

��
哉
。惟
君
識
度
淹
遠
、風
格
凝
正
。心
之
所
蓄
、無
忘
於
孝
友
、行
之
所
踐
、不
虧
於

��
名�
。宗
族
推�
、◆
黨
懷
恵
。在
窮
弥
固
其
操
、�
涅
不�
其
色
。中
和
自�

、�
��
道
而
行
、所
謂
詢�
且
仁
、令
終
有�
者
也
。冑
子
孝
忠
、孝
義�
茹
荼
飲
恨
、泣

��
血
疚
懷
。感
霜
露
以
墜
心
、攀
風
樹
其
何
及
。恭
惟
令
徳
、方
傳
不
朽
、式
圖
貞�宛
、

��
永
播
清
猷
。嗚
呼
哀
哉
。乃
爲
銘
曰
、

遥
源
濬
遠
、盛
緒
緜
長
。天
亰
族
茂
、

����
分
疆
。五
衢
散�
、九�
分
芳
。繍
衣
發
曜
、朱
黻
斯
皇
。一其
懿
徳
流
慶
、�
門

��
積
祉
。明
哲
寔
生
、�
姿
碣
起
。挺
抜
竒
秀
、光
暉��
。桂
馥
蘭
芬
、川
停
岳�
。二其

��
寝��
訓
、執
履
忠
貞
。依
仁
沐
義
、戒
滿
持
盈
。與
人
思
益
、奉
上
輸
誠
。有
光
前

��
載
、克
振
家
聲
。三其
人
事
浮
促
、神
塗
忽
恍
。一
旦�
魂
、千
年
長
往
。隴
月
霄
映
、松

��
風
曙
響
。式
紀
英
猷
、永
旌
幽
壤
。四其

咸�
元
年
十
二
月
十
三
日
勒
。

【
訓
読
】

大
唐
の
故
司①

馭
寺
右②

十
七
監
史
君
の
墓
志
銘
并
び
に
序

君
、
諱
は
鐵
棒
、
字
は�(
善)

集
、
原
州
平�
の
人
な
り
。
若
夫そ

れ
曽③

構
は
巍
峩
と
し
て
、
西
の
か
た
崑
崙
の
阜
に�そ
び(

峙)

え
、
遥④

源
は
浩

�
と
し
て
、
東
の
か
た
析⑤

木
の
津
に
演な
が

る
。
雲
は
霏ひ

し
て
霞⑥

布
し
、
光⑦

華
を
漢⑧

室
に
騰
げ
、�

(

葉)

は
茂
り
て�

(

條)

分
し
、
蒙
密
を
河
右
に

鬱
と
す
。
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曽
祖
多
思
は
、
周
の
亰
師
摩
訶
薩
寳
、
酒
泉
縣
令
な
り
。
祖
槃�
は
、
皇
朝
の
左
領
軍
驃�

将
軍
な
り
。
父
大⑨

興
は
、
皇
朝
の
上⑩�

都
尉
、
右⑪

衞

安
化
府
軍
頭
な
り
。
並
び
に
宏
量
は
測
ら
れ
ず
、�
峯
は
特
に
秀
で
、
英
望
攸こ

こ

に
歸
し
、�

⑫

(

雄)

豪
是
に
属
す
。
冠⑬

盖
雲⑭

蔭
し
て
、
車
馬
川⑮

流
す
。

三⑯

異
を
一⑰

同
に
表
し
、
五⑱

兵
を
七⑲

校
に
曜
か
す
。

君
、
質
は
松⑳�
よ
り
勁
く
、
材
は
杞◯�
梓
よ
り�
し
。
芝◯�
田
を
掩
い
て
馥
を
散
じ
、
蘭◯�
薄
を
鼓
し
て
以
て
芳
を
馳
す
。
既
に
齒
青◯�
襟
に
し
て
、
爰
に

縹◯��
を
開
き
、
精
を
學
府
に
遊
ば
せ
、
思
い
を
文◯�
塲
に
引
く
。
剛◯�
貞
し
て
切◯�
玉
の
竒
を
標
あ
ら
わ

し
、
雕◯�
琢
し
て
連◯�
城
の
噐

(

器)

に
就
く
。

貞
觀
廿
三
年
、
右◯�
勲
衞
を
授
け
ら
れ
、
戟
を
紫◯�
宸
に
要
し
、
戈
を
丹◯�
掖
に�
そ
び

ゆ
。
譽
れ
は
戎◯�
校
に�
く
、
聲
は
朋◯�
儕
に
冠
た
り
。

顯
慶
三
年
、�
も
て
司
馭
寺
右
十
七
監
を
授
け
ら
る
。
趣◯�
馬
も
て
官
に
名
づ
け
、
駕
人
も
て�
を
司
る
は
、
荊◯�
珎
も
て
鵲
に
抵あ

て
、
牛◯�
鼎
も
て�

を�
に

(

烹)

る
な
り
。
闕◯�
里
に
執◯�
鞭
を
思
い
、
蒙◯�
邑
に
園◯�
吏
に
安
ん
ず
。
遂
に
乃
ち
理
に
觸
れ
て
用
を
宣の

べ
、
事
に
随
い
て
能
を
效い
た

す
。
牧
養
す
る

こ
と
妙よ

く
其
の
方
を
盡
く
し
、
服◯�
習
す
る
こ
と
其
の
性
に
違
わ
ず
。�

(

害)

群
は
斯こ
こ

に
去
り
、
逸◯�
足
は
遺
す
無
し
。
飛
響
の
天
に
造い
た

る
は
、
寧
く

ん
ぞ�

◯�
坂
に�

(

留)

ま
ら
ん
や
。
流
光
の
練◯�
を
曳
く
は
、
奚
ぞ�
門
に
止
ま
ら
ん
や
。
秦◯�
后
の
功
は
、
獨
り
往
録
に�
か
ら
ず
。�

◯�
侯
の�

(

美)

は
、
豈
に
孤
り
前
頌
に

擅
ほ
し
い
ま
ま

に
せ
ん
や
。

君
、
風◯�
神
は
朗
俊
に
し
て
、
噐
業
は
貞
實
た
り
。
義
は
物
を
遺
さ
ず
、
信
は
必
ず
衷
に
由
る
。
忠
も
て
以
て
上
を
奉
り
、
謙
も
て
以
て
下
に
接
す
。

�怱
聽
な
る
こ
と
無
響
に
察
し
、
清
明
た
る
こ
と
未
形
に�
み
る
。�
矩
を
俯
仰
し
、�
則
を
周◯�
旋
す
。�
◯�

(

悪)

を
貶そ
し

り
て
は
纎
介
も
遺す

つ
る
或
る

も
、�
を
褒
め
て
は
秋
毫
も
弃
て
ず
。
而
れ
ど
も
神◯�
理
は
希◯�
微
に
し
て
、
人
塗
は
奄
忽
な
り
。
一
た
び
運
往
に
随
わ
ば
、
千
載
幽
泉
た
り
。�(

乾)

封
元
年
八
月
十
三
日
、
疾
を
以
て
原
州
平�
縣
勸�
里
の�

(

第)

に
終
わ
る
。
春
秋
◆
有
四
。
粤
に
咸�
元
年�(
歳)

次
庚
午
、
十
二
月
庚
午

�
(

朔)

十
三
日
壬
午
を
以
て
、�(�

)

し
て
先
君
の
舊
塋
に�
へ
ん

す
。
嗚
呼
、
哀
し
い
か
な
。

惟
う
に
君
、
識
度
は
淹◯�
遠
に
し
て
、
風
格
は
凝
正
た
り
。
心
の
蓄
う
る
所
、
孝◯�
友
を
忘
る
る
無
く
、
行
い
の
踐
む
所
、
名�

(

節)

を
虧か

か
ず
。

宗
族
は�◯�
き
を
推
し
て
、
◆
黨
は
恵◯�
み
を
懷お
も

う
。
窮
に
在
り
て
は
弥
い
よ
其
の
操
を
固
く
し
、◯�
涅で
つ

に�
(

処)

り
て
は
其
の
色
を�
か

(

渝)

え
ず
。

中◯�
和
も
て
自�
し
、�
◯�
道
に
し
て
行
う
。
い
わ
ゆ
る◯�
詢
ま
こ
と

に�
に
し
て
且
つ
仁
、
終◯�
を
令よ

く
す
る
に� は
じ
め(

淑)

有
る
者
な
り
。

胄
子
の
孝
忠
・
孝
義
ら
、◯�
荼
に
が
な

を
茹く

い
て
恨
を
飲
み
、
泣
血
し
て
懷
を
疚や

(
疼)
む
。
霜◯�
露
に
感
じ
て
は
以
て
心
を
墜
し
、
風◯�
樹
に
攀す
が

り
て
も
其

れ
何
ぞ
及
ば
ん
。
恭
し
み
て
令◯�
徳
を
惟
い
、
方
に
不
朽
を
傳
え
、
式も
っ

て
貞◯��
を
圖
り
、
永
く
清◯�
猷
を
播し

か
ん
。
嗚
呼
、
哀
し
い
か
な
。
乃
ち
銘
を
爲

り
て
曰
く
、

遥
源
は
濬◯�
遠
に
し
て
、
盛
緒
は
緜
長
た
り
。
天◯�
亰
に
族
茂
り
、�
◯��
に
疆
を
分
か
つ
。
五◯�
衢
に�
を
散
じ
、
九◯��
に
芳
を
分
か
つ
。
繍◯�
衣
は
曜
を
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發
し
、
朱◯�
黻
は
斯
れ
皇
た
り
。
其
の
一
な
り
。

懿◯�
徳
は
慶
を
流
し
、�
門
は
祉
を
積
む
。
明
哲
こ
こ
に
生
れ
、�
姿
は
碣◯�
起
す
。
挺◯�
抜
に
し
て
竒
秀
、
光�軍
は�

◯��

た
り
。
桂◯�
馥
蘭◯�
芬
、
川◯�
停
岳

�
た
り
。
其
の
二
な
り
。

寝◯��
に�
◯�
訓
し
、
執◯�
履
は
忠
貞
た
り
。
仁
に
依
り
義
に
沐
し
、
滿
を
戒
め
盈
を
持
す
。
人
に
與
す
る
に
益
を
思
い
、
上
を
奉
ず
る
に
誠
を
輸い
た

す
。

有ま

た
前◯�
載
を
光
ら
し
め
、
克
く
家◯�
聲
を
振
う
。
其
の
三
な
り
。

人
事
は
浮◯�
促
に
し
て
、
神
塗
は
忽◯�
恍
た
り
。
一
旦�◯�
魂
す
れ
ば
、
千
年
長
往
す
。
隴
月
は
霄
に
映
え
、
松
風
は
曙
に
響
く
。
式も
っ

て
英
猷
を
紀
し
、

永
く
幽◯�
壌
に
旌あ
ら

わ
さ
ん
。
其
の
四
な
り
。

咸�
元
年
十
二
月
十
三
日
勒
す
。

【
語
釈
】

①｢

司
馭
寺｣

厩
牧
・
車
輿
の
こ
と
を
掌
る
。『

唐
六
典』

巻
一
七
、
太
僕
寺(

四
七
九
頁)

の
太
僕
寺
に
関
す
る
注
に
、｢

龍
朔
二
年(

六
六
二)

改
為
司
馭
寺
正
卿
、
咸
亨
中

(

六
七
〇
〜
六
七
三)

復
旧｣

と
あ
り
’『

新
唐
書』

巻
四
八
、
百
官
志
、
太
僕
寺

(

一
二
五
三
頁)

に
は

｢

永
徽

中

(

六
五
〇
〜
六
五
五)

’
太
僕
寺
曰
司
馭
寺
’
武
后
光
宅
元
年

(

六
八
四)

改
曰
司
僕
寺｣

と
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
誌
文�
行
目
の
司
馭

寺
右
十
七
監
へ
の
就
任
は
、
顕
慶
三
年

(

六
五
八)
で
、
ま
だ
太
僕
寺
か
ら
司
馭
寺
に
は
改
称
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
の
で
、
誌
文
中
の

｢

司
馭
寺｣

は
埋
葬
時
の
名
称
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

②

｢

右
十
七
監｣

第�
号
掲
載
史
訶
耽
夫
妻
墓
誌
第�
行
目
・
語
釈�｢
左
二
監｣

参
照
。

③

｢

曽
構
は
巍
峩｣

曽
は
、
積
み
重
な
る
の
意
。
構
は
、
組
み
合
わ
せ
る
の
意
。
用
例
と
し
て
は
、｢

史
信
墓
誌｣

[

唐
・
麟
徳
二
年

(

六
六
五)]

(『

唐
代
墓
誌
彙
編』

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
上
、
四
二
六
頁)

の｢

巌
巌
曽
構
、
與
蓮
峯
而
競
高
、
高�
長
□
、
共
箭
流
而
争
激
名｣

、

｢

張
仁
墓
誌｣
[

唐
・
麟
徳
三
年

(

六
六
六)]

(

上
、
五
六
〇
頁)

の

｢
峨
峨
曽
構
、��
長
流｣

、｢

賈
整
及
妻
陳
氏
墓
誌｣

[

唐
・
儀
鳳
二
年

(

六
七
七)]

(

上
、
六
三
〇
頁)

の

｢��
長
源
、
括
滄
溟
而
迴
注
、
巌
巌
曽
構
、
俯
嵩
岱
而
標
峰｣

、｢

吉
懐�軍
墓
誌｣

[

唐
・
垂
捶
三
年

(

六
八

七)]
(

上
、
七
五
〇
頁)

の

｢

若
夫
曽
構
連
雲
、
鬱
瓊
柯
以
布
族
、
昌
源
接
海
、
湛
玉
液
其
疏
流｣

、｢�
思
賢
墓
誌｣

[

唐
・
開
元
三
年

(

七
一

五)]
(

上
、
一
一
六
〇
頁)

の

｢

霊
源
海
濬
、
曽
構
雲
懸｣

と
あ
る
。
ま
た
、
巍
峩
は
、
高
く
大
き
な
さ
ま
。
嶷
は
、
九
嶷
の
こ
と
。
湖
南
省
寧

遠
県
の
南
に
あ
る
山
で
、
九
つ
の
峰
が
あ
り
、
皆
形
が
同
じ
く
、
見
る
も
の
が
迷
い
疑
う
か
ら
九
嶷
と
い
う
。
峩
は
、
峨
眉
山
の
略
称
。
四
川
省
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峨
眉
県
の
西
南
。

④
｢

遥
源
は
浩�｣
遥
源
は
、
遠
い
み
な
も
と
。
浩�
は
、
水
の
広
い
さ
ま
。�
は
大
水
の
こ
と
。

⑤

｢
析
木
の
津｣

星
次
の
名
。
箕
・
斗
の
両
宿
と
相
当
し
、
黄
道
一
二
宮
の
人
馬
宮
、
一
二
支
の
寅
に
あ
た
る
。『

文
選』

木
玄�
の
海
賦

(

四

五
頁)
に

｢

東
演
析
木
、
西
薄
青
徐｣

と
あ
り
、｢

東
海
の
涯｣

の
意
で
用
い
ら
れ
る
。

⑥

｢

霞
布｣
霞
の
ご
と
く
し
く
よ
う
に
広
く
い
き
わ
た
る
。

⑦

｢

光
華｣
①
う
つ
く
し
く
光
る
。
ひ
か
り
。
光
彩
。
光
輝
。
②
さ
か
え
。
ほ
ま
れ
。
光
栄
に
同
じ
。
こ
こ
は
②
の
意
。

⑧

｢

漢
室｣

唐
代
一
般
的
に
史
氏
が
祖
と
し
て
仰
い
だ
後
漢
の
史
弼

(『

後
漢
書』

列
伝
、
巻
六
五
、
史
弼

(

二
一
〇
八
頁))

の
こ
と
を
暗
喩
す

る
。｢

河
西｣

が
対
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
は

｢

中
国｣

の
意
と
し
て
と
る
こ
と
と
す
る
。

⑨

｢

大
興｣

史
射
勿
の
四
男
。
第�
号
史
射
勿
墓
誌
第�
行
目
・
語
釈�｢
大
興｣

参
照
。

⑩

｢

上�
都
尉｣

第�
号
掲
載
史
訶
耽
夫
妻
墓
誌
第�
行
目
・
語
釈�｢
上�
都
尉｣

参
照
。

⑪

｢

右
衞
安
化
府
軍
頭｣

右
衛
の
安
化
折
衝
府
の
長
官
。
張
沛

『

唐
折
衝
府
考』

三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
三.

八
、(

二
七
八
頁)

に
よ
る
と
、

安
化
府
の
候
補
地
は
、
安
化
県

(

現
在
の
甘
粛
省
慶
陽
県)

・
安
化
峡

(

現
在
の
甘
粛
省
張
家
川
回
族
自
治
区
県
境)

・
唐
長
安
城
南
面
の
最
西
の

門
で
あ
る
安
化
門
の
三
カ
所
あ
り
、
確
定
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
軍
頭
は
、
隋
代
の
府
の
長
官
で
あ
っ
た
鷹
揚
郎
将
が
、
武
徳
元

年

(

六
一
八)

に
改
称
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
。『
新
唐
書』

巻
四
九
上
、
百
官
志
四
上
、
折
衝
都
尉
府

(

一
二
八
八
頁)

に
、｢

武
徳
元
年
、
改
鷹

揚
郎
将
曰
軍
頭
、
正
四
品
下
…
…
又
改
軍
頭
曰
驃
騎
将
軍
…
…
諸
率
府
置
驃
騎
将
軍
五
人｣

と
あ
る
。

⑫

｢�
豪｣

知
勇
が
人
に
抜
き
ん
で
て
い
る
人
。
豪
傑
。

⑬

｢

冠
盖｣

第�
号
掲
載
史
訶
耽
夫
妻
墓
誌
第�
行
目
・
語
釈�｢
冠
盖｣

参
照
。

⑭

｢

雲
蔭｣

雲
の
よ
う
に
お
お
う
。

⑮

｢

川
流｣

川
の
流
れ
。
水
流
。
転
じ
て
川
の
水
が
そ
の
流
域
を
潤
す
こ
と
、
恵
沢
が
あ
る
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
、
脈
絡
貫
通
し
て
流
布
す
る
こ
と

を
言
う
。

⑯

｢

三
異｣

三
つ
の
奇
異
な
こ
と
。
後
漢
の
中
牟
令
の
魯
恭
が
善
政
を
以
て
国
を
治
め
た
た
め
に
、
起
こ
っ
た
三
つ
の
奇
異
。『

後
漢
書』

巻
二

五
、
魯
恭
列
伝

(

八
七
四
頁)

に

｢

今
蟲
不
犯
境
、
此
一
異
也
。
化
及
鳥
獸
、
此
二
異
也
。
豎
子
有
仁
心
、
此
三
異
也｣

と
あ
る
よ
う
に
、
害
虫

が
国
境
を
犯
さ
な
い
、
化
が
鳥
獣
に
及
ぶ
、
子
供
ま
で
仁
心
が
あ
る
こ
と
。
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⑰

｢

一
同｣

方
百
里
の
地
。

⑱
｢

五
兵｣

①
５
種
の
兵
器

(

通
常
は
弓
・
殳
・
矛
・
戈
・
戟)

、
②
５
種
の
軍

(

起
軍
理
由
。
通
常
は
義
・
強
・
剛
・
暴
・
逆)

。
こ
こ
は
①
の

意
。

⑲｢

七
校｣

も
と
は
、
漢
代
に
置
か
れ
た
中
壘
・
屯
騎
・
歩
兵
・
越
騎
・
長
水
・
射
聲
・
虎
賁
の
七
校
尉
の
こ
と
。
転
じ
て
各
軍
の
将
領
を
指
す
。

⑳

｢

松�｣
マ
ツ
と
タ
ケ
。
い
ず
れ
も
丈
夫
な
木
材
で
あ
る
の
で
、
節
操
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
た
と
え
て
言
う
。

�◯
｢

杞
梓｣
オ
ウ
チ
と
ア
ズ
サ
。
ど
ち
ら
も
良
質
の
木
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
才
能
の
優
れ
た
人
材
を
た
と
え
て
言
う
。

�◯
｢

芝
田｣

仙
人
が
芝
草
を
植
え
た
処
。

�◯
｢

蘭
薄｣

蘭
の
生
え
て
い
る
く
さ
む
ら
。
蘭
叢
に
同
じ
。

�◯
｢

青
襟｣

青
色
の
衿
の
衣
服
。
学
生
の
服
、
転
じ
て
学
生
を
い
う
。
青
衿

(

学
生
即
ち
秀
才
の
服)

に
同
じ
。

�◯
｢

縹�
｣

縹
は
、
は
な
だ
色
。�
は
、
た
び

(

足
袋)

。
た
だ
し
、
こ
の�
は
嚢
の
異
体
字
で
、
書
物
袋
の
意
。｢

縹
嚢｣

は
、
は
な
だ
色
の
書

物
袋
の
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
書
巻
を
言
う
。

�◯
｢

文
塲｣

塲
は
場
に
同
じ
。
①
文
章
家
の
集
ま
る
所
。
②
文
学
の
士
を
試
験
す
る
と
こ
ろ
。

�◯
｢

剛
貞｣

強
く
な
る
よ
う
に
鍛
錬
す
る
こ
と
。

�◯
｢

切
玉｣

玉
を
き
る
。
転
じ
て
宝
刀
の
名
。
切
玉
刀
。『

列
子』

湯
問

(

二
六
三
頁)

に

｢

周
穆
王
大
征
西
戎
。
西
戎
献�昆�吾
之
剣
、
火
浣
之

布
。
其
剣
、
長
尺
有
咫
、
練
鋼
赤
刃
。
用
之
切
玉
、
如
切
泥
焉｣

と
あ
る
。

�◯

｢

雕
琢｣

玉
を
き
ざ
み
み
が
く
。

�◯

｢

連
城｣

秦
の
昭
王
が
十
五
城
と
交
換
し
よ
う
と
趙
に
請
い
た
和
氏
の
璧
。
連
城
璧
。『

史
記』

巻
八
一
、
廉
頗
藺
相
如
伝

(

二
四
三
九
頁)

｢

趙
恵
文
王
時
、
得
楚
和
氏
璧
。
秦
昭
王
聞
之
、
使
人
遺
趙
王
書
、
願
以
十
五
城
請
易
璧｣

と
あ
る
。

�◯｢

右
勲
衞｣

左
右
衛
に
親
府
、
勳
一
府
、
勳
二
府
、
翊
一
府
、
翊
二
府
が
あ
り
、
こ
れ
を
三
衛
と
い
い
、
番
上
し
て
内
廊
・
閣
門
に
宿
衛
す
る
。

そ
の
右
勳
府
配
下
の
宿
衛
の
任
。『

旧
唐
書』

巻
四
三
、
職
官
志(

一
八
三
三
頁)

｢

凡
左
右
衛
、
親
衛
、
勲
衛
、
翊
衛
、
及
左
右
率
府
親
勲
翊
衛
、

及
諸
衛
之
翊
衛
、
通
謂
之
三
衛
。
択
其
資
蔭
高
者
、
為
親
衛
、
其
次
者
、
為
勲
衛
及
率
府
之
親
衛
、
又
次
者
、
為
翊
衛
及
率
府
之
勲
衛
、
又
次
者
、

為
諸
衛
及
率
府
之
翊
衛
、
又
次
者
、
為
親
王
府
之
執
仗
執
乗｣

。『

大
唐
六
典』

巻
二
四
、
左
右
衛

(

六
一
八
頁)

｢

親
府
、
勳
一
府
、
勳
二
府
、

翊
一
府
、
翊
二
府
等
五
府
中
郎
将
各
一
人
、
正
四
品
下
。
左
、
右
郎
将
各
一
人
、
正
五
品
上
。
兵
曹
参
軍
事
各
一
人
、
正
九
品
上｣

。
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�◯
｢

紫
宸｣

紫
宸
殿
。
天
子
の
御
殿
。
紫
は
北
斗
の
北
に
あ
る
星
の
名
。
天
帝
の
居
る
所
と
い
う
紫
微
星
、
宸
は
帝
居
。

�◯
｢

丹
掖｣

朱
塗
り
の
宮
門
、
又
は
宮
殿
。

�◯
｢

戎
校｣

将
帥
の
任
。
将
校
。

�◯
｢

朋
儕｣

な
か
ま
。
と
も
が
ら
。

�◯
｢

趣
馬｣
周
官
の
名
。『

周
礼』

巻
三
三
、
夏
官
・
司
馬
下

(

一
〇
一
六
頁)

に

｢

趣
馬
掌
賛
正
良
馬
、
而
斉
其
飲
食
、
簡
其
六
節｣

と
あ
る

よ
う
に
、
夏
官
に
属
し
、
馬
の
管
理
を
行
う
。

�◯
｢

荊
珎
も
て
鵲
に
抵
て｣

『

塩
鉄
論』

巻
七
、
崇
礼

(

下
、
四
三
八
頁)

に
、｢

中
国
所
鮮
、
外
国
賤
之
。
南
越
以
孔
雀
珥
門
戸
、
崑
山
之
旁
、

以
玉
璞
抵
烏
鵲｣

と
あ
り
、
物
の
寡
多
に
よ
っ
て
そ
れ
に
付
随
す
る
価
値
も
変
動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
墓
主
が
素
晴
ら
し
い

才
能
を
持
ち
な
が
ら
も
卑
官
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
の
例
え
。

�◯
｢

牛
鼎
も
て�
を�
る｣

『
呂
氏
春
秋』

審
応
覧
、
応
言

(

中
、
六
四
五
頁)

に
は
、｢

白
圭
謂
魏
王
曰
、
市
丘
之
鼎
以
烹�
。
多�
之
則
淡
而

不
可
食
、
少�
之
則
焦
而
不
熟｣
と
あ
る
が
、｢

市
丘

(

戦
国
時
代
の
城
邑
の
名)｣

の
部
分
は
、
沛
丘
・
帝
丘
・
函
牛
と
他
の
都
市
名
が
表
記
さ

れ
て
い
る
版
本
も
あ
る
。『

後
漢
書』

巻
八
〇
下
、
文
苑
列
伝
附
辺
譲
伝

(

二
六
四
六
頁)

な
ど
に
は
、｢

市
丘
之
鼎｣

で
は
な
く

｢

函
牛
之
鼎｣

と
記
載
さ
れ
る
。
鼎
で
鶏
を
煮
て
も
う
ま
く
調
理
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
墓
主
が
能
力
に
見
合
っ
た
官
職
を
も
ら
え
ず
、
本
来
の
能
力

を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
意
。

�◯｢
闕
里｣

孔
子
の
住
居
の
あ
っ
た
地
。
現
山
東
省
曲
阜
市
。
孔
子
は
こ
の
地
で
教
え
を
垂
れ
、
か
つ
没
し
た
。
こ
こ
で
は
孔
子
の
意
で
用
い
る
。

�◯

｢

執
鞭｣

①
貴
人
の
行
列
の
先
払
い
、
②
市
場
の
門
を
守
る
門
番
、
③
馬
を
御
す
る
者
。
い
ず
れ
も
下
級
の
職
。『

論
語』

巻
七
、
述
而
篇

(

九
八
頁)

に
、｢

子
曰

｢

富
而
可
求
也
、
雖
執
鞭
之
士
、
吾
亦
為
之
。
如
不
可
求
、
従
吾
所
好｣｣

と
あ
り
、
富
と
い
う
も
の
が
追
求
し
て
も
よ

い
も
の
な
ら
ば
賤
し
い
役
目
も
引
き
受
け
よ
う
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
い
そ
し
ん
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
孔
子
の
考

え
が
記
さ
れ
る
。

�◯

｢

蒙
邑｣

荘
子
の
出
身
地
。
春
秋
、
魯
の
邑
。
現
山
東
省
蒙
陰
県
。
こ
こ
で
は
荘
子
の
意
で
用
い
る
。

�◯

｢

園
吏｣

園
囿
を
管
理
す
る
小
官
。『

史
記』

巻
六
三
、
老
子
韓
非
列
伝

(

二
一
四
三
頁)

に
、｢

荘
子
者
、
蒙
人
也
、
名
周
。
周
嘗
為
蒙
漆
園

吏
…
…
我
寧
游
戯
汚�
之
中
自
快
。
無
為
有
国
者
所
羈
、
終
身
不
仕
、
以
快
吾
志
焉｣
と
あ
り
、
低
い
身
分
に
身
を
置
き
、
悠
々
自
適
に
過
ご
す

こ
と
を
よ
し
と
す
る
荘
子
の
考
え
が
記
さ
れ
る
。

― 89 ―



�◯
｢

服
習｣

従
い
慣
れ
る
こ
と
。
慣
れ
従
わ
せ
る
こ
と
。

�◯
｢

逸
足｣

足
が
優
れ
て
速
い
こ
と
。
駿
足
。
速
く
駆
け
る
馬
も
指
す
。

�◯
｢

虞
坂｣

『

水
経
注』

巻
四
、
河
水
篇

(

上
、
三
五
三
頁)

に

｢

其
城

(

虞
城)

北
対
長
坂
二
十
許
里
、
謂
之
虞
坂
…
…
戦
国
策
曰
、
昔
騏
驥

駕
塩
車
上
于
虞
坂
遷
延
、
負
轅
而
不
能
進
。
此
蓋
其
困
処
也｣

と
あ
り
、
塩
車
を
引
く
駿
馬
も
登
る
の
を
尻
込
み
す
る
ほ
ど
の
交
通
の
難
所
と
さ

れ
る
。

�◯
｢

練
を
曳
く
は
、
奚
ぞ�
門
に
止
ま
ら
ん
や｣

『

宋
書』

巻
八
五
、
謝
荘
伝

(

二
一
七
五
頁)

中
の
舞
馬
賦
に
、｢

写
秦�
之
弥
塵
、
状
呉
門
之

曳
練｣

と
あ
り
、
疾
走
す
る
馬
の
様
子
を�
門
の
曳
練
に
例
え
る
。�
門
は
蘇
州
の�
昌
門
。

�◯
｢

秦
后
の
功｣

后
は
、
諸
侯
・
国
君
の
意
。『

史
記』

巻
五
、
秦
本
紀

(

一
七
七
頁)

に
、｢

非
子
居
犬
丘
、
好
馬
及
畜
、
善
養
息
之
。
犬
丘
人

言
之
周
孝
王
、
孝
王
召
使
主
馬
于
之
間
馬
大
蕃
息｣

と
あ
る
よ
う
に
、
秦
創
業
の
基
礎
と
も
な
っ
た
牧
畜
に
よ
り
、
秦
君

(

非
子)

が
周
室
を
助

け
た
功
績
を
い
う
。

�◯
｢�

侯
の�

｣
『

詩
経』

魯
頌
、�(
下
、
六
一
〇
頁)

に
、｢��
牡
馬
、
在�
之
野
…
…
以
車
彭
彭
、
思
無
疆
、
思
馬
斯
臧｣

と
あ
る
よ
う

に
、
魯
侯

(

僖
公)

が
よ
く
馬
を
養
っ
て
国
を
富
ま
せ
た
こ
と
を
い
う
。

�◯
｢

風
神｣

人
物
の
品
位
や
お
も
む
き
の
こ
と
。

�◯
｢

周
旋｣

立
ち
居
振
る
舞
い
の
こ
と
。

�◯

｢�
を
貶
り
て
は
繊
介
も
遺
つ
る
或
る
も
、
善
を
褒
め
て
は
秋
毫
も
弃
て
ず｣

繊
介
と
は
細
や
か
な
塵
、
秋
毫
と
は
秋
に
生
え
る
獣
の
細
毛
の
よ

う
に
極
め
て
微
細
な
も
の
を
い
う
。『

後
漢
書』

巻
八
二
下
、
方
術
列
伝
附
董
扶
列
伝(

二
七
三
四
頁)

中
の
秦
密
の
言
に
、｢

董
扶
褒
秋
毫
之
善
、

貶
繊
介
之
悪｣

と
あ
り
、
本
墓
誌
中
の
表
現
は
こ
れ
と
同
様
。

�◯

｢

神
理｣

霊
妙
神
奥
な
道
理
。

�◯

｢

希
微｣

茫
漠
と
し
て
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
さ
ま
。『

老
子』

五
八

(
通
行
本
第
一
四
章
、
河
上
公
本

｢

賛
玄｣

、
二
七
三
頁)

に

｢

視
之
而
弗

見
、
名
曰
微
。
聴
之
而
弗
聞
、
名
曰
希
。
摶
之
而
弗
得
、
名
曰
夷｣

(

版
本
に
よ
り
微
と
夷
が
逆
に
な
る
こ
と
が
あ
る)

と
あ
る
よ
う
に
、
希
と

は
、
耳
を
す
ま
し
て
聴
い
て
も
何
も
聞
こ
え
な
い
こ
と
、
微
と
は
、
見
て
も
何
も
見
え
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
手
で
打
っ
て
み
て
も
何
も
手
応
え

の
な
い
こ
と
を
指
し
、
道
の
本
質
を
い
う
。

�◯

｢

淹
遠｣

深
く
大
き
い
こ
と
。

― 90 ―



�◯
｢

孝
友｣

父
母
に
よ
く
つ
か
え
、
兄
弟
と
仲
の
よ
い
こ
と
。『

書
経』

君
陳

(

下
、
五
〇
五
頁)

に

｢

王
若
曰
、
君
陳
。
惟
爾
令
徳
孝
恭
。
惟

孝
、
友
于
兄
弟
、
克
施
有
政｣

と
あ
る
。

�◯
｢�

き
を
推
し
て｣

称
揚
す
る
こ
と
。『

荀
子』

不
苟
編

(

八
四
頁)

に

｢

天
不
言
而
人
推
高
焉
、
地
不
言
而
人
推
厚
、
四
時
不
言
而
百
姓
期

焉｣
と
あ
る
。

�◯
｢

恵
み
を
懷
う｣

『

論
語』

里
仁

(

九
二
頁)

に

｢

子
曰
、
君
子
懐
徳
、
小
人
懐
土
。
君
子
懐
刑
、
小
人
懐
恵｣

と
あ
る
。
本
墓
誌
は
、
郷
党

を
庶
民
と
し
、
墓
主
は
彼
ら
に
対
し
て
恩
恵
を
与
え
う
る
君
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

�◯
｢

涅
に�
り
て
は
其
の
色
を�
え
ず｣

涅

(

ミ
ョ
ウ
バ
ン)

を
用
い
て
染
め
て
も
黒
く
な
ら
な
い
こ
と
。『

論
語』

陽
貨

(

三
七
九
頁)

に

｢

不
曰
堅
乎
。
磨
而
不�
。
不
曰
白
乎
。
涅
而
不
緇

(�)｣
と
あ
り
、
高
尚
な
人
物
が
周
囲
の
環
境
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。

�◯
｢

中
和｣

偏
り
が
無
く
正
し
い
状
態
。『

礼
記』

中
庸

(

二
〇
五
頁)

に

｢

喜
怒
哀
楽
未
発
、
謂
之
中
。
発
而
皆
中
節
、
謂
之
和
。
中
也
者
天

下
之
大
本
也
。
和
也
者
天
下
之
達
道
也
。
天
地
位
焉
、
万
物
育
焉｣

と
あ
る
。

�◯
｢�

道
に
し
て
行
う｣

正
し
い
道
に
基
づ
い
て
事
を
行
う
こ
と
。『

論
語』

衛
霊
公

(

三
四
七
頁)

に

｢

子
曰
、
吾
之
於
人
也
、
誰
毀
誰
誉
、

如
有
所
誉
者
、
其
有
所
試
矣
。
斯
民
也
、
三
代
之
所
以
直
道
而
行
也｣

と
あ
る
。

�◯
｢

詢
に�
に
し
て
且
つ
仁｣

美
し
く
、
ま
た
情
け
深
い
こ
と
。『

詩
経』

鄭
風
・
叔
于
田

(

三
〇
七
頁)

に

｢

叔
于
田
、
巷
無
居
人
。
豈
無
居

人
、
不
如
叔
也
洵
美
且
仁｣

と
あ
る
。

�◯

｢

終
を
令
く
す
る
に�
有
る｣
『

詩
経』

大
雅
・
既
酔

(
四
一
三
頁)

に

｢

昭
明
有
融
、
高
朗
令
終
。
令
終
有
俶
、
公
尸
嘉
告｣

と
あ
る
。

�◯｢

荼
を
茹
い｣

に
が
な
を
食
べ
る
よ
う
な
苦
痛
を
受
け
る
こ
と
。
墓
誌
で
は
親
の
死
を
嘆
き
苦
し
む
様
を
表
す
さ
い
に
よ
く
用
い
ら
れ
、
北
斉
・

竇
泰
墓
誌

(『

漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編』

天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
九
四
頁)

や
唐
・
李
勣
墓
誌

(『

昭
陵
碑
石』

三
秦
出
版
社
、
一

九
九
三
年
、
五
四
頁)

な
ど
に
用
例
が
み
ら
れ
る
。

�◯

｢

霜
露｣

親
を
思
う
こ
と
。『

礼
記』

祭
義

(

七
〇
〇
頁)

に

｢

霜
露
既
降
、
君
子
履
之
必
有
悽
惶
之
心
、
非
其
寒
之
謂
也
。
春
、
雨
露
既
濡
、

君
子
履
之
必
有
縲
蔟
之
心
、
如
将
見
之｣

と
あ
り
、
鄭
玄
は

｢

非
其
寒
之
謂
、
謂
悽
惶
及
縲
蔟
、
皆
為
感
時
念
親
也｣

と
注
し
て
い
る
。

�◯

｢

風
樹｣

父
母
に
孝
行
で
き
な
い
喩
え
。
第�
号
掲
載
史
訶
耽
夫
妻
墓
誌
第�
行
目
・
語
釈�
参
照
。

�◯

｢

令
徳｣

立
派
な
徳

�◯

｢

貞�宛｣

碑
石
の
こ
と
。
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�◯
｢

清
猷｣

明
ら
か
な
は
か
り
ご
と
。

�◯
｢

濬
遠｣

深
く
遠
い
こ
と
。

�◯
｢

天
京｣

京
都
を
指
す
。

�◯
｢��

｣�
は
青
緑
色
を
指
し
、�
は
速
い
流
れ
を
指
す
。

�◯
｢

五
衢｣
枝
木
の
四
方
に
伸
び
る
さ
ま
。『

山
海
経』

巻
五
、
中
山
経
、
少
室
山

(

三
〇
六
頁)

に
、｢

葉
状
如
楊
、
其
枝
五
衢｣

と
あ
る
。
郭

璞
の
注
に
、｢
言
樹
枝
交
錯
、
相
重
五
出
、
有
象
衢
路
也｣

と
あ
り
、
重
な
り
あ
っ
て
交
錯
し
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

�◯
｢

九�｣
『

楚
辞』
巻
一
、
離
騒

(

二
七
頁)

に

｢

余
既
滋
蘭
之
九�
兮
、
又
樹�
之
百
畝｣

と
あ
り
、
王
逸
の
注
に
、｢

十
二
畝
曰�
或
曰
田

之
長
為�
也｣

と
あ
る

(
四
部
叢
刊
初
編

『

楚
辞
補
注』
(

六
頁))

。
広
い
地
に
芳
草
の
蘭�
を
多
く
植
え
る
と
は
、
自
ら
潔
く
身
を
飾
り
仁
義

の
修
行
に
努
め
る
事
の
喩
え
。

�◯
｢

繍
衣｣

刺
繍
の
入
っ
た
衣
服
。

�◯
｢

朱
黻｣

｢

黻
衣｣

は
古
代
の
礼
服
を
指
す
。

�◯
｢

懿
徳｣

美
徳
を
指
す
。『

孟
子』

告
子
章
句
上

(

三
八
七
頁)

に
、｢

詩
曰
、
天
生
蒸
民
、
有
物
有
則
。
民
之
秉
夷
、
好
是
懿
徳
。
孔
子
曰
、

為
此
詩
者
、
其
知
道
乎
。
故
有
物
必
有
則
。
民
之
秉
夷
也
、
故
好
是
懿
徳｣

と
あ
り
、
懿
徳
を
美
徳
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

�◯
｢

碣
起｣

｢

碣｣

は
、
山
が
高
く
聳
え
る
さ
ま
を
指
す
。

�◯

｢

挺
抜｣

他
人
よ
り
抜
き
ん
出
る
さ
ま
。

�◯

｢��
｣

た
お
や
か
で
美
し
い
。『

文
選』

書
類
、
為
石
仲
容
与
孫
皓
書

(

文
章
篇
、
三
一
一
頁)

に

｢

世
載
淑
美
、
重
光
相
襲
、
固
知
、
四

�
之
攸
同
、
天
下
之
壮
観
也｣

と
あ
り
、
代
々
に
渡
っ
て
美
徳
が
受
け
継
が
れ
て
来
た
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。

�◯

｢

桂
馥｣

桂
の
香
。
故
人
の
徳
を
称
す
る
語
。

�◯

｢

蘭
芬｣

蘭
の
香
。
美
徳
あ
る
た
と
え
。

�◯

｢

川
停
岳�寺｣
泰
然
と
し
て
動
じ
な
い
様
。
渊
渟
嶽
峙
と
も
記
す
が
、
唐
の
太
祖
李
淵
を
は
ば
か
っ
て
こ
の
形
と
な
っ
た
。

�◯

｢

寝�
｣

起
居
、
寝
起
き
。

�◯

｢�

訓｣

後
世
の
模
範
と
な
る
教
戒
。

�◯

｢

執
履｣

操
を
守
る
行
為
。
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�◯
｢

前
載｣

過
去
の
記
載
。

�◯
｢

家
聲｣

一
家
の
名
誉
。
家
名
。

�◯
｢

浮
促｣

は
か
な
く
、
あ
わ
た
だ
し
い
。

�◯
｢

忽
恍｣

は
っ
き
り
し
な
い
、
と
り
と
め
の
な
い
さ
ま
。｢

忽
荒｣

、｢

忽
慌｣

と
も
作
る
。

�◯
｢�

魂｣
沈
魂
。

�◯
｢

幽
壌｣
地
下
。
九
泉
の
下
。
九
泉
は
、
墓
地
、
冢
墓
あ
る
い
は
、
地
の
底
を
指
す
。

【
口
語
訳
】

大
唐
の
司
馭
寺
右
十
七
監
で
あ
っ
た
史
君
の
墓
志
銘
、
お
よ
び
序

君
は
、
諱
は
鉄
棒
、
字
は
善
集
と
い
い
、
原
州
平
高
県
の
人
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
層
を
重
ね
た
建
物
は
、
峨
々
と
し
て
西
の
崑
崙
山
に
そ
び
え
立

ち
、
は
る
か
な
る
水
源
は
、
広
々
と
続
い
て
東
の
析
木
津
に
流
れ
込
む
。
君
の
一
族
は
、
雲
が
飛
び
霞
が
た
な
び
く
よ
う
に
、
中
国
に
広
が
っ
て
光

り
輝
き
、
葉
が
茂
り
枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
、
子
孫
は
河
右
の
地
で
繁
栄
し
た
。
曾
祖
父
の
多
思
は
、
北
周
の
京
師
摩
訶
薩
宝
、
酒
泉
県
令
で
あ
っ

た
。
祖
父
の
槃
陀
は
、
唐
の
左
領
軍
驃
騎
将
軍
で
あ
っ
た
。
父
の
大
興
は
、
唐
の
上
騎
都
尉
、
右
衛
安
化
府
軍
頭
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
度
量
の
大

き
さ
は
計
り
知
れ
ず
、
高
い
峰
の
よ
う
に
秀
で
て
お
り
、
そ
こ
で
名
望
家
や
豪
傑
た
ち
が
彼
ら
に
帰
属
し
た
。
使
者
が
史
氏
の
も
と
を
訪
れ
る
さ
ま

は
雲
が
連
な
る
よ
う
で
あ
り
、
車
馬
の
列
は
川
が
流
れ
る
よ
う
に
続
い
た
。
一
族
は
百
里
の
地
に
善
政
を
し
き
、
率
い
る
兵
は
立
派
に
光
り
輝
い
た

の
で
あ
っ
た
。

君
は
生
ま
れ
つ
き
節
操
が
高
く
、
優
れ
た
素
質
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
君
の
徳
は
、
あ
の
芝
田
を
覆
い
ふ
さ
い
だ
と
き
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
蘭

の
草
を
ゆ
ら
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
高
い
芳
香
を
周
り
に
散
じ
る
の
で
あ
っ
た
。
勉
学
に
い
そ
し
む
年
頃
に
な
る
と
、
書
籍
を
開
き
、
精
神
を
学
府

に
集
中
さ
せ
、
科
挙
の
試
験
に
思
い
を
馳
せ
た
。
鍛
錬
し
て
切
玉
の
宝
刀
の
よ
う
な
逸
材
と
な
り
、
己
を
磨
い
て
和
氏
の
壁
の
よ
う
な
器
と
な
っ
た
。

貞
観
二
三
年

(

六
四
九)

に
、
右
衛
の
勲
府
に
配
属
さ
れ
、
戟
を
帯
び
戈
を
立
て
て
、
宮
殿
や
宮
門
の
警
備
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
誉
れ
は
将
校
の

な
か
で
も
高
く
、
そ
の
名
声
は
同
僚
の
な
か
で
も
ぬ
き
ん
で
て
い
た
。

顕
慶
三
年

(

六
五
八)

、
勅
を
受
け
て
司
馭
寺
の
管
轄
す
る
右
十
七
監
の
牧
監
を
授
け
ら
れ
た
。
君
が
馬
の
飼
育
係
に
名
を
置
き
、
馬
車
の
管
理
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を
司
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
美
し
い
宝
玉
を
卑
し
い
鵲
と
同
等
に
扱
い
、
立
派
な
鼎
で
鶏
を
煮
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
闕

里
に
い
た
孔
子
も
、
執
鞭
の
よ
う
な
卑
し
い
職
に
仕
え
る
こ
と
を
考
え
、
蒙
邑
出
身
の
荘
子
も
、
園
囿
を
管
理
す
る
小
官
の
身
分
に
満
足
し
て
い
た

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
つ
い
に
君
は
、
道
理
に
則
っ
て
周
到
な
は
た
ら
き
を
し
、
そ
の
場
に
応
じ
て
能
力
を
発
揮
し
た
。
特
に
馬
の
飼
養
で

は
そ
の
方
法
を
極
め
尽
く
し
て
お
り
、
慣
れ
従
わ
せ
る
の
に
馬
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
違
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
駄
馬
の
群
は
消
え
去
り
、

駿
馬
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
集
ま
っ
て
き
た
。
馬
の
い
な
な
き
が
天
ま
で
届
く
の
は
、
ど
う
し
て
あ
の
虞
坂
の
胸
突
き
坂
だ
け
に
限
ら
れ
よ
う
か
。
疾

走
す
る
馬
の
美
し
い
姿
は
、
ど
う
し
て
あ
の
呉
門
で
練
り
絹
を
な
び
か
せ
た
馬
に
と
ど
ま
ろ
う
か
。
馬
を
養
っ
て
国
を
助
け
た
功
績
は
、
か
の
秦
君

一
人
が
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
馬
を
肥
や
し
た
美
談
は
、
ど
う
し
て
か
の
魯
侯
一
人
が
賞
賛
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
だ
け
で
よ
い

で
あ
ろ
う
か
。

君
の
人
格
は
明
朗
で
、
人
柄
は
実
直
で
あ
っ
た
。
人
と
し
て
守
る
べ
き
道
徳
は
少
し
も
踏
み
外
す
こ
と
な
く
行
い
、
言
葉
は
必
ず
真
心
か
ら
発
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
目
上
の
者
に
は
忠
義
の
心
で
奉
仕
し
、
目
下
の
者
に
は
謙
虚
な
態
度
で
接
し
た
。
そ
の
賢
明
さ
た
る
や
、
一
を
聞
い
て
十
を
知

り
、
そ
の
清
明
な
心
は
、
ま
だ
形
の
な
い
も
の
を
も
見
極
め
て
自
身
の
戒
め
と
し
た
。
守
る
べ
き
規
律
を
仰
ぎ
、
礼
儀
作
法
に
則
っ
た
立
ち
居
振
る

舞
い
を
し
た
。
ひ
と
の
悪
事
は
些
細
な
こ
と
で
も
退
け
、
善
行
は
微
々
た
る
こ
と
で
も
漏
ら
さ
ず
褒
め
た
た
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
霊
妙
深

奥
な
道
理
は
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
人
の
一
生
は
忽
ち
の
う
ち
に
過
ぎ
て
し
ま
う
。
一
た
び
人
生
の
流
れ
に
乗
っ
た
以
上
は
、
最
後
に
は
永
遠
の
閑し

ず

か
な
黄
泉
に
行
き
着
か
ざ
る
を
え
な
い
。
乾
封
元
年

(
六
六
六)

八
月
十
三
日
、
君
は
病
の
た
め
に
原
州
平
高
県
勧
善
里
の
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。

享
年
は
四
十
四
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
咸
亨
元
年

(

六
七
〇)

庚
午
の
年
の
、
十
二
月
庚
午
朔
の
十
三
日
壬
午
の
日
に
、
先
祖
の
墓
域
に
葬
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
あ
あ
、
な
ん
と
哀
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

思
え
ば
、
君
の
見
識
や
度
量
は
果
て
し
な
く
大
き
く
、
そ
の
人
柄
は
正
し
く
ま
っ
す
ぐ
で
あ
っ
た
。
そ
の
心
が
け
る
と
こ
ろ
は
、
親
へ
の
孝
や
兄

弟
と
の
親
し
み
で
あ
り
、
そ
の
行
い
に
は
名
誉
や
節
操
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
一
族
の
者
は
君
の
崇
高
さ
を
褒
め
た
た
え
、
郷
里
の
者
は

そ
の
恩
恵
を
受
け
た
い
と
願
っ
た
。
不
遇
で
あ
っ
て
も
ま
す
ま
す
志
を
固
く
持
ち
、
不
利
な
境
遇
に
あ
っ
て
も
正
し
い
心
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
偏
る
こ
と
な
く
身
を
処
し
、
正
し
い
道
に
則
っ
て
行
動
し
た
。
誠
に
美
し
く
、
ま
た
仁
な
る
人
で
あ
り
、
ま
さ
に
終
わ
り
を
よ
く
す
る
た
め
に

始
め
を
慎
む
人
で
あ
っ
た
。

息
子
の
孝
義
・
孝
忠
ら
は
、
苦
菜
を
食
べ
た
か
の
よ
う
に
君
の
死
に
苦
し
み
、
激
し
く
泣
い
て
は
思
い
悩
ん
だ
。
彼
ら
は
亡
き
父
を
思
っ
て
心
を

痛
め
た
も
の
の
、
風
に
揺
れ
る
木
に
す
が
っ
て
も
、
親
不
孝
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
つ
つ
し
ん
で
君
の
美
徳
を
思
い
、
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
そ
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の
徳
を
後
世
へ
伝
え
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
墓
誌
を
作
り
、
永
く
そ
の
清
ら
か
な
業
績
を
知
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
あ
、
な
ん
と

哀
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
銘
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

遥
か
な
る
源
は
深
遠
で
、
栄
え
あ
る
系
譜
は
綿
々
と
続
く
。
一
族
は
都
に
繁
栄
し
、
蒼
い
流
れ
は
隅
々
に
広
が
っ
た
。
四
方
に
族
は
分
か
れ
、
広

大
な
土
地
に
良
い
香
り
を
分
散
し
た
。
そ
の
繍
衣
は
輝
き
を
発
し
、
朱
色
の
衣
服
は
美
し
か
っ
た
。
第
一
の
銘
で
あ
る
。

そ
の
美
徳
は
慶
び
を
流
布
さ
せ
、
高
貴
な
家
柄
は
幸
い
を
積
む
。
そ
こ
に
聡
明
な
人
が
生
ま
れ
、
そ
の
雄
姿
は
聳
え
立
っ
た
。
抜
き
ん
出
た
容
貌

は
際
立
ち
、
そ
の
輝
き
は
た
お
や
か
で
美
し
か
っ
た
。
そ
の
芳
し
い
美
徳
は
、
泰
然
と
し
て
動
じ
な
か
っ
た
。
第
二
の
銘
で
あ
る
。

そ
の
生
活
は
模
範
を
き
わ
め
、
行
い
は
正
し
く
忠
実
で
あ
っ
た
。
仁
義
を
旨
と
し
、
驕
り
を
戒
め
て
繁
栄
を
得
た
。
人
の
た
め
に
利
益
を
思
い
、

目
上
を
敬
っ
て
誠
で
接
し
た
。
ま
た
先
祖
を
光
り
輝
か
せ
、
よ
く
家
名
を
上
げ
た
。
第
三
の
銘
で
あ
る
。

人
の
行
い
は
儚
く
、
神
の
意
図
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
度
魂
が
黄
泉
に
沈
め
ば
、
永
遠
に
戻
る
こ
と
は
な
い
。
隴
月
は
夜
空
に
映
え
、

松
風
は
曙
に
響
い
て
い
る
。
こ
こ
に
故
人
の
優
れ
た
業
績
を
記
し
、
永
く
九
泉
に
表
す
。
第
四
の
銘
で
あ
る
。

咸
享
元
年
十
二
月
十
三
日
に
記
す
。

考

察

墓
誌
文
の
構
成
と
墓
主
の
生
涯

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
固
原
南
郊
村
を
東
西
に
通
る
農
道
に
沿
っ
て
、
西
か
ら
史
射
勿
墓
・
史
道
洛
墓
・
史
訶
耽
墓
お
よ
び
本
稿
の
史
鉄
棒
墓

が
並
ぶ
。
こ
の
う
ち
、
史
道
洛
の
死
亡
時
期
は
永
徽
六
年

(

六
五
五)
、
史
鉄
棒
の
そ
れ
は
乾
封
元
年

(

六
六
六)

で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
も
兄
ま

た
は
伯
父
に
あ
た
る
史
訶
耽

(

総
章
二
年
、
六
六
九
、
没)

よ
り
先
に
死
去
し
て
い
る
。
た
だ
し
埋
葬
時
期
は
、
史
道
洛
が
顕
慶
三
年

(

六
五
八
、

夫
人
と
合
葬)

、
史
訶
耽
が
咸
亨
元
年

(

六
七
〇)

十
一
月

(

夫
人
と
合
葬)
、
史
鉄
棒
が
同
年
十
二
月
で
あ
る
の
で
、
埋
葬
順
に
史
射
勿
墓
か
ら
東

に
向
か
っ
て
史
鉄
棒
墓
ま
で
、
順
次
一
族
の
墓
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
本
墓
誌
文
の
構
成
は
、
誌
題

(

第
一
行)

、
誌
序

(

第
二
〜
二
三
行)

、
銘

(
第
二
三
〜
二
八
行)

、
紀
年

(

第
二
八
行)

か
ら
な
る
。
銘

は
、
墓
主
の
一
族
・
家
柄

(

第
一
銘)

、
墓
主
の
出
生
と
人
と
な
り

(

第
二
銘)

、
墓
主
の
生
涯

(

第
三
銘)

、
墓
主
の
死
の
悲
し
み

(

第
四
銘)

、
の

四
章
立
て
で
あ
り
、
個
人
墓
誌

(

夫
婦
合
葬
墓
誌
で
は
な
い
墓
誌)

と
し
て
は
唐
代
墓
誌
の
一
般
的
な
形
式
と
い
っ
て
よ
い
。
銘
が
改
行
さ
れ
ず
に
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刻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
末
尾
に
紀
年
の
ス
ペ
ー
ス
を
想
定
し
た
か
、
あ
る
い
は
銘
が
書
き
き
れ
な
い
と
判
断
し
て
改
行
せ
ず
に
続

け
た
も
の
の
、
末
尾
が
余
っ
た
の
で
紀
年
を
入
れ
た
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

史
鉄
棒
の
埋
葬
は
、
墓
誌
文
に
は
咸
亨
元
年
十
二
月
十
三
日
と
あ
り
、
前
々
号
の
史
訶
耽
の
埋
葬

(

同
年
十
一
月
二
十
七
日)

の
わ
ず
か
半
月
後

の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
史
訶
耽
墓
誌
の
方
が
誌
石
が
大
き
く
、
ま
た
字
数
も
は
る
か
に
多
い
。
史
訶
耽
墓
誌
は
夫
婦
合
葬
墓
誌
で
あ
り
、
墓
主
は

長
年
に
わ
た
っ
て
長
安
の
官
界
に
身
を
置
き
、
晩
年
に
固
原
に
戻
っ
て
八
十
六
歳
で
没
し
た
い
わ
ば
長
老
格
で
あ
る
の
に
対
し
、
史
鉄
棒
は
四
十
四

歳
の
若
さ
で
没
し
た
甥
で
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
が
両
墓
誌
の
差
に
な
っ
て
現
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
き
わ
め
て
近
い
時
期
に
撰

文
さ
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
両
墓
誌
の
文
章
に
さ
ほ
ど
似
た
表
現
は
見
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
撰
者
は
別
人
と
見
ら
れ
る
。

本
墓
誌
の
誌
序
は
、(
１)
発
辞

(

第
四
行

｢

右｣

ま
で)

、(

２)

祖
先
の
記
述

(

第
七
行

｢

七
校｣

ま
で)

、(

３)

墓
主
の
生
涯
の
事
績

(

第

一
六
行

｢

秋
毫｣

ま
で)

、(
４)
墓
主
の
死
去

(

第
一
九
行

｢

哉｣

ま
で)

、(

５)

墓
主
の
人
と
な
り

(

第
二
一
行

｢

有
処
者
也｣

ま
で)

、(

６)

遺
子
の
悲
哀
の
表
現
、
か
ら
な
る
。
墓
主
史
鉄
棒
は
、
乾
封
元
年

(

六
六
六)

に
四
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
の
で
、
生
ま
れ
は
六
二
三
年

(

高
祖
・

武
徳
六
年)

で
あ
り
、
唐
建
国
直
後
に
生
を
う
け
、
太
宗
朝
を
へ
て
高
宗
朝
の
中
頃
ま
で
生
き
た
人
で
あ
っ
た
。
誌
序

(

３)

段
落
に
よ
っ
て
そ
の

生
涯
を
た
ど
れ
ば
、
若
い
頃
に
は
勉
学
に
勤
し
ん
だ
と
記
さ
れ
、
貞
観
二
三
年

(

六
四
九)

に
二
七
歳
で
右
勲
衛
の
属
官
に
採
用
さ
れ
て
宮
殿
警
備

の
任
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
顕
慶
三
年

(

六
五
八)

に
三
六
歳
で
太
僕
寺

(

の
ち
一
時
司
馭
寺)

の
右
十
七
監
に
就
任
し
、
孔
子
の

執
鞭
、
荘
子
の
園
吏
の
故
事
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
誌
文
は
育
馬
の
巧
み
さ
を
綴
り
、
墓
主
は
そ
の
ま
ま
死
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。(

５)

段
落
に

お
い
て
も
、｢

◆
黨
は
恵
み
を
懷
う｣

｢

窮
に
在
り
て
は
弥
い
よ
其
の
操
を
固
く
し
、
涅
に
処
り
て
は
其
の
色
を
渝
え
ず｣

と
い
う
表
現
に
出
会
う
の

で
、
墓
主
は
郷
里
の
固
原
で
卑
官
に
甘
ん
じ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の
卑
官
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
右
十
七
監
の
牧
監
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
墓
誌
文
は
墓
主
の
牧
馬
管
理
の
能
力
を
特
筆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

太
僕
寺

(

司
馭
寺)

は
い
う
ま
で
も
な
く
官
営
の
牧
場
と
家
畜
を
管
理
す
る
部
署
で
あ
り
、
右
十
七
監
は
そ
の
管
轄
下
の
監
牧
で
あ
る
。
ふ
り
返

れ
ば
、
墓
主
の
伯
父
史
訶
耽
も
左
二
監
の
牧
監
に
就
任
し
て
い
た

(

前
々
号

｢
史
訶
耽
墓
誌｣

第
一
二
行)

。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
至
っ
て
我
々
は
、

唐
の
監
牧
制
と
固
原
の
史
氏
一
族
と
の
関
係
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

唐
の
監
牧
制
と
固
原
の
史
氏

墓
主
史
鉄
棒
は
、
顕
慶
三
年

(

六
五
八)

に

｢

右
十
七
監｣

と
い
う
牧
監
、
す
な
わ
ち
官
営
牧
場
の
長
官
に
任
じ
ら
れ
た
。
固
原
の
史
氏
一
族
で

― 96 ―

���������



は
、
史
鉄
棒
以
外
に
も
、
史
訶
耽

(

左
二
監)

・
史
道
徳

(

玉
亭
監
・
蘭
池
監
、
本
訳
注

(

７)

で
取
り
上
げ
る
予
定)

の
二
名
が
牧
監
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、
同
じ
史
射
勿
系
の
一
族
に
属
す
る
史
訶
耽
と
史
鉄
棒
の
牧
監
就
任
に
注
目
し
、
そ
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

唐
の
監
牧
制
、
す
な
わ
ち
官
営
牧
場
に
よ
る
軍
馬
飼
養
の
体
制
に
つ
い
て
は
、『

唐
六
典』

巻
一
七
、
太
僕
寺

(

四
八
六
頁)

に
、

諸お
よ

そ
牧
監
、
群
牧
の
孳
課
の
事
を
掌
る
。
凡
そ
馬
五
千
匹
も
て
上
監
と
為
し
、
三
千
匹
已
上
も
て
中
監
と
為
し
、
已
下
も
て
下
監
と
為
す
。
…
…

凡
そ
馬
に
左
右
の
監
有
り
。
以
て
其
の�
良
を
別
ち
、
数
紀
を
以
て
名
と
為
し
、
而
し
て
其
の
簿
籍
に
著
す
。
細
馬
の
監
は
左
と
称
し
、�
馬

の
監
は
右
と
称
す

(
傍
線
部
を
、『

旧
唐
書』

巻
四
四
、
職
官
志
三

(

一
八
八
三
頁)

は

｢

一
千
匹
已
上｣

に
作
り
、『

新
唐
書』

巻
四
八
、
百

官
志
三

(

一
二
五
五
頁)

は

｢

及
ば
ざ
る｣

に
作
る)

。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
官
営
牧
場
で
あ
る
監
牧
に
は
左
右
の
二
種
類
が
存
在
し
、
史
訶
耽
が
任
じ
ら
れ
た

｢

左
二
監｣

は
良
馬
を
育
成
す
る
牧

場
の
長
官
で
あ
り
、
史
鉄
棒
が
任
じ
ら
れ
た

｢

右
十
七
監｣

は
粗
馬
を
育
成
す
る
牧
場
の
長
官
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
監
牧
は
、
飼
養
す
る
馬
の
頭
数

に
よ
っ
て
上
・
中
・
下
に
も
区
分
さ
れ
た
が
、
こ
の
頭
数
に
よ
る
区
分
は
、
牧
場
の
名
称
上
に
は
示
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の

『

唐
六
典』

の
記
事
よ
り
も
、
さ
ら
に
詳
細
な
監
牧
の
設
置
規
定
を
示
す
史
料
が
、
近
年
注
目
を
集
め
る

『

天
一
閣
藏
明
鈔
本

天
聖
令』

の
中
に
存
在
す
る
。
一
九
九
九
年
に
中
国
・
寧
波
の
天
一
閣
博
物
館
で
発
見
さ
れ
た
天
聖
令
写
本
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
唐
令
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
内
外
の
研
究
者
を
驚
か
せ
た
が
、
そ
の
中
の

｢

廐
牧
令
巻
第
二
十
四｣

に
は
、
三
十
五
条
に
わ
た
る
唐
の
廐

牧
令
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
条
文
の
一
つ
に
、

諸
そ
牧
、
細
馬
・
次
馬
の
監
は
左
監
と
称
し
、�
馬
の
監
は
右
監
と
称
し
、
仍
り
て
各
々
弟
を
起
こ
す
に
、
一
に
次
を
以
て
名
と
為
す
。
馬
五

千
匹
以
上
に
満
つ
れ
ば
上
と
為
し

[

数
う
る
に
孳
生
を
外
し
、
草
父
の
三
歳
以
上
を
計
り
、
五
千
匹
に
満
つ
れ
ば
、
即
ち
所
司
に
申

(

原
文
は

甲
に
作
る)

し
て
別
に
監
を
置

(

原
文
は
直
に
作
る)

け]

、
三
千
匹
以
上
も
て
中
と
為
し
、
三
千
匹
に
満
た
ざ
る
も
て
下
と
為
す
。
其
れ
雑

畜
牧
は
皆
な
下
監
に
同
じ

[

其
の
監
は
仍
り
て
土
地
を
以
て
名
を
謂
う]
。
即
ち
別
に
監
を
置
く
に
応あ

た
り
、
官
の
牧
監
、
私
牧
と
相
い
妨
ぐ

る
は
、
並
び
に
私

(

原
文
は
司
に
作
る)

牧
を
諸
処
に
移
し
替
を
給
せ
よ
。
其
れ
屋
宇
有
ら
ば
、
毀
剔
せ
し
む
る
勿
か
れ
。
即
ち
在
牧
の
人
に

給
し
て
坐
せ
し
め
、
仍
り
て
州
県
は
量
り
て
功
力
お
よ
び
価
値
に
酬
い
よ
。

と
あ
る

(

校
勘
は
天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
證

『

天
一
閣
藏
明
鈔
本
天
聖
令
校
證

附
唐
令
復
原
研

究

下
冊』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
、
二
九
九
頁
に
拠
る)

。
こ
の
一
条
は
仁
井
田
陞
著『

唐
令
拾
遺』

(

東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
三)
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や
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
代
表
編
集

『

唐
令
拾
遺
補』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七)

に
も
載
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
聖
令
写
本
に
よ
っ
て
初

め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
令
文
で
あ
る
。｢

仍
り
て
各
々
弟

(

＝
第)

を
起
こ
す
に
、
一
に
次
を
以
て
名
と
為
す｣

と
あ
る
よ
う
に
、
監
牧
は
設
置
さ

れ
た
順
番
に
従
っ
て
、
機
械
的
に
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
史
訶
耽
が
任
じ
ら
れ
た

｢

左
二
監｣

と
は
、

｢

二
番
目
に
設
置
さ
れ
た
良
馬
を
産
出
す
る
官
営
牧
場
の
長
官｣

の
こ
と
で
あ
り
、
本
墓
主
の
史
鉄
棒
が
任
じ
ら
れ
た

｢

右
十
七
監｣

と
は
、｢

十
七

番
目
に
設
置
さ
れ
た
粗
馬
を
産
出
す
る
官
営
牧
場
の
長
官｣

の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
番
号
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
付
け
ら
れ
た
も
の

か
、
そ
れ
と
も
左
右
併
せ
た
通
番
で
あ
る
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
こ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
監
牧
は
、
麟
徳
年
間
に
は
四
十
八
箇
所
に
ま
で
増
加

し(

後
述
の
張
説｢
開
元
十
三
年
隴
右
監
牧
頌
徳
之
碑｣)

、
天
宝
年
間
に
な
る
と
五
十
箇
所
に
達
し
た
と
い
う(

後
述
の『

元
和
郡
県
図
志』

巻
三
、

原
州)

。
さ
て
、
前
々
号
で
取
り
上
げ
た

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

に
よ
る
と
、
史
鉄
棒
の
伯
父
に
あ
た
る
史
訶
耽
が

｢

左
二
監｣

に
就
任
し
た
の
は
、
武
徳
九
年

(

六
二
六)

と
あ
り
、
こ
れ
が
固
原
史
氏
一
族
に
よ
る
牧
監
就
任
の
嚆
矢
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
伝
世
史
料
で
は
、
唐
の
監
牧
制
の
開
始
を

貞
観
年
間

(

六
二
七
〜
六
四
九)

と
し
て
お
り
、｢

史
訶
耽
墓
誌｣

の
記
載
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
伝
世
史
料
に
お
け
る

｢

貞
観
開
始
説｣

の
原
史
料
と
見
ら
れ
る
の
が
、
張
説
の

｢
開
元
十
三
年
隴
右
監
牧
頌
徳
之
碑｣

(『

唐
文
粋』

巻
二
二
、
一
三
四
三
冊
三
一
八
頁
。
以
下

｢

監
牧
頌｣

と
略
称)

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

大
唐
、
周
隋
乱
離
の
後
に
接
し
、
天
下
征
戦
の
弊
を
承
け
、
残
燼
を
鳩
括
す
る
も
、
僅
か
に
牝
牡
三
千
を
得
る
の
み
。
赤
岸
沢
従よ

り
之
を
隴
右

に
徙
し
、
始
め
て
太
僕
張
万
歳
に
其
の
政
を
葺

つ
く
ろ

わ
し
む
。
…
…
貞
観
自よ

り
肇
め
、
麟
徳
に
成
り
、
四
十
年
間
、
馬
は
七
十
万
匹
に
至
る
。
八

使
を
置
き
、
以
て
之
を
董す

べ
、
四
十
八
監
を
設
け
て
以
て
之
を
掌
ら
し
む
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
建
国
以
来
、
軍
馬
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
唐
朝
は
、
貞
観
年
間
に
な
け
な
し
の
三
千
頭
を
隴
右
へ
移
転
さ
せ
、
そ
こ
で

監
牧
制
を
開
始
し
た
の
だ
と
い
う
。『

唐
会
要』

は
巻
七
二
、
馬
の
条

(
一
五
四
三
頁)

に
こ
の
碑
文
を
引
用
し
て
お
り
、
ま
た

『

新
唐
書』

巻
五

〇
、
兵
志

(

一
三
三
七
頁)

に
も
、

馬
は
、
兵
の
用
な
り
。
監
牧
は
馬
を
蕃ふ

や
す
所
以
な
り
。
其
の
制
は
近
世
に
起
こ
る
。
唐
の
初
め
起
こ
る
や
、
突
厥
馬
二
千
匹
を
得
、
又
隋
馬

三
千
を
赤
岸
沢
に
得
た
り
。
之
を
隴
右
に
徙
し
、
監
牧
の
制
は
此
に
始
ま
る
。

と
あ
る
。
や
は
り
こ
れ
も｢

監
牧
頌｣

に
基
づ
い
た
と
見
え
、
軍
馬
の
隴
右
移
転
を
も
っ
て
監
牧
制
の
始
ま
り
と
す
る
。
し
か
し｢

監
牧
頌｣

で
は
、

｢

貞
観
自
り
肇
め
、
麟
徳
に
成
り
、
四
十
年
間｣

と
記
す
の
み
で
、
監
牧
制
の
開
始
が
貞
観
の
何
年
で
あ
っ
た
の
か
、
明
記
が
な
い
。
麟
徳
は
六
六
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四
〜
六
六
六
年
の
三
年
し
か
な
く
、
単
純
に
四
十
年
を
引
く
と
武
徳
年
間
に
遡
っ
て
し
ま
う
。｢

四
十｣

は
あ
く
ま
で
概
数
で
あ
り
、
張
説
は
貞
観

年
間
の
初
め
に
施
行
さ
れ
た
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
武
徳
九
年
に
史
訶
耽
が

｢

左
二
監｣

に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

記
載
と
の
矛
盾
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い

で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
唐
の
監
牧
制
は
、
玄
武
門
の
変
後
間
も
な
く
し
て
、
李
世
民
の
手
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
時

期
を
、｢

史
訶
耽
墓
誌｣

は
奪
権
直
後
の
武
徳
九
年
年
内
と
見
な
し
、
一
方
の

｢

監
牧
頌｣

は
、
太
宗
の
正
式
な
治
世
の
始
ま
り
で
あ
る
貞
観
元
年

と
見
な
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
じ
た
差
異
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
両
史
料
間
の
よ
う
な
年
代
の
差
異
が
生
じ
う
る
こ
と

も
理
解
で
き
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
史
訶
耽
の
牧
監
就
任
は
、
唐
の
監
牧
制
の
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
統
轄
し
た
の
が

｢

二
番
目
に
建
設
さ
れ
た｣

監
牧
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
史
訶
耽
の
牧
監
就
任
に
つ
い
て

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

は
、｢

六
閑
に
明
敏

・
・
・

な
る
を
以
て
、
別
に
敕
も
て
左
二
監
を
授
け
ら
る｣

と
記
し
、
史
訶
耽
が
馬
の
飼
育
に
長
け
て
い
た
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
単
な
る
個
人
的
資
質
の
み
が
就
任
の
背
景
で
は
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
も
、
隴
右
に
て
施
行
さ
れ
た
監
牧
制
の
中
心
は
、
ま
さ
に

固
原
史
氏
一
族
の
本
拠
地
た
る
原
州
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た｢

監
牧
頌｣

に
よ
れ
ば
、
四
十
八
も
の
監
牧
が
設
置
さ
れ
た
範
囲
は
、
隴
西(

＝
渭
州)

・
金
城(

＝
蘭
州)

・
平
涼(

＝
原
州)

・

天
水

(

＝
秦
州)

と
い
う
四
郡
に
跨
っ
て
お
り
、｢
隴
右｣

と
い
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
隴
右
道
東
部
か
ら
関
内
道
西
部
に
広
が
っ
て
い
た
。
ま
た

『

元
和
郡
県
図
志』

巻
三
、
関
内
道
三
、
原
州
の
条

(

五
九
頁)

に
は
、

監
牧
、
貞
観
中
、
京
師
の
東
の
赤
岸
沢
自
り
馬
牧
を
秦
・
渭
二
州
の
北
、
会
州
の
南
、
蘭
州
狄
道
県
の
西
に
移
し
、
監
牧
使
を
置
き
て
以
て
其

の
事
を
掌
ら
し
む
。
仍
り
て
原
州
刺
史
を
以
て
都
監
牧
使
と
為
し
、
以
て
四
使
を
管
す
。
南
使
は
原
州
の
西
南
一
百
八
十
里
に
在
り
、
西
使
は

臨�兆
軍
の
西
二
百
二
十
里
に
在
り
、
北
使
は
理
を
原
州
城
内
に
寄
せ
、
東
宮
使
は
理
を
原
州
城
内
に
寄
す
。
天
宝
中
、
諸
使
共
に
五
十
監
有
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、｢

隴
右｣

に
設
置
さ
れ
た
監
牧
全
体
を
統
轄
す
る

｢

都
監
牧
使｣

は
、
原
州
刺
史
が
兼
任
し
、
さ
ら
に

｢

都
監
牧
使｣

の
下
に
置
か
れ
、
よ
り
直
接
的
に
監
牧
を
監
督
す
る
四
つ
の

｢

監
牧
使｣

(

南
使
・
北
使
・
西
使
・
東
宮
使)

の
う
ち
、
北
使
と
東
宮
使
は
と
も
に

原
州
城
に
治
所
が
あ
っ
た
と
い
う
。『

唐
会
要』

巻
六
六
、
群
牧
使
の
条

(

一
三
五
四
頁)

に
よ
れ
ば
、｢

都
監
牧
使｣

(

隴
右
諸
牧
監
史
、
隴
右
群

牧
使
な
ど
と
も
別
称
さ
れ
る
。
参
考
文
献
⑥
、
一
七
五
〜
一
七
六
頁)

と
い
う
使
職
に
よ
っ
て

｢

隴
右｣

全
体
の
監
牧
を
統
轄
さ
せ
る
体
制
が
完
成

す
る
の
は
、
儀
鳳
三
年

(

六
七
八)

の
こ
と
で
あ
り
、
史
訶
耽
の
牧
監
就
任
よ
り
後
代
の
体
制
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
州
が
唐
の
監
牧
制

― 99 ―



に
と
っ
て
重
要
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
施
行
当
初
も
同
じ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
史
訶
耽
の
牧
監
就
任
は
唐
の
監
牧
制
の
施
行
と
同
時
と
見
ら
れ
、
そ
の
監
牧
制
は
固
原
史
氏
一
族
の
本
拠

地
・
原
州
を
中
心
地
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
監
牧
制
が
施
行
さ
れ
た
当
初
、
唐
が
所
有
し
て
い
た

軍
馬
は
、
わ
ず
か
に
三
千

(｢

監
牧
頌｣)

な
い
し
五
千
頭

(『

新
唐
書』

兵
志)

で
あ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た

『

六
典』

太
僕
寺
の
条
な
ど
に
よ
れ

ば
、
こ
の
頭
数
は

｢

中
監｣

か

｢

上
監｣

の
監
牧
一
箇
所
分
に
し
か
相
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、｢

隴
右｣

各
地
に
監
牧
を
設
立
す
る
に
際
し
、

唐
の
所
有
馬
だ
け
で
は
不
足
し
た
に
違
い
な
く
、
現
地
で
馬
の
飼
育
や
貿
易
を
営
む
民
間
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
監
牧
制
の
設
立
と
同
時
に
牧
監
に
任
じ
ら
れ
た
史
訶
耽
の
一
族
も
、
郷
里
の
原
州
で
馬
の
飼
養
や
貿
易
を
営
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
史
訶
耽
の
牧
監
就
任
と
は
、
唐
朝
が

｢

隴
右｣

一
帯
の
民
間
業
者
を
取
り
込
む
形
で
監
牧
制
を
施
行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
史
訶
耽
が
任
じ
ら
れ
た

｢

左
二
監｣

の
牧
場
も
、
原
州
に
在
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
本
墓
主
史
鉄
棒
の
牧
監
就
任
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
墓
誌
文
を
見
る
と
、
顕
慶
三
年

(

六

五
八)

に

｢

右
十
七
監｣

に
任
じ
ら
れ
た
記
事
に
続
け
て
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
撰
者
の
批
評
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
才
能
が
あ
り
な
が

ら
牧
監
と
い
う
卑
官
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
く
一
方
で
、
墓
主
が
馬
の
飼
育
に
比
類
な
き
才
能
を
発
揮
し
た
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、

こ
の
部
分
は
単
な
る
形
式
的
な
修
辞
文
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
史
鉄
棒
が
牧
監
を
務
め
た
牧
場
の
位
置
に
関
す
る
重
要
な
情
報

を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は｢

闕
里
に
執
鞭
を
思
い
、
蒙
邑
に
園
吏
に
安
ん
ず｣

と
あ
る
一
文
で
、
こ
れ
は
語
釈�
〜�
で
示
し
た
よ
う
に
、

孔
子
と
荘
子
の
故
事
を
引
用
し
、｢

世
に
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
郷
里
で
卑
し
い
職
に
身
を
や
つ
す
こ
と
も
あ
る｣

と
い
う
こ
と
を
喩
え
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う

｢

卑
し
い
職｣

と
は
当
然

｢

右
十
七
監｣
を
指
し
、｢

郷
里｣

で
そ
れ
に
就
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
史
鉄
棒
が
統
轄
し

た
牧
場
も
、
史
訶
耽
の
場
合
と
同
様
、
や
は
り
原
州
に
設
置
さ
れ
た
牧
場
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
現
に
史
鉄
棒
は
原
州
で
没
し
て
い
る
の
で
あ

る
。以

上
の
考
察
に
し
た
が
え
ば
、
固
原
史
氏
の
史
射
勿
系
一
族
は
、
唐
の
監
牧
制
の
施
行
当
初
か
ら
、
本
拠
地
の
原
州
に
お
い
て
官
営
牧
場
の
設
立
・

経
営
に
携
わ
り
、
そ
れ
が
少
な
く
と
も
高
宗
期
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
原
州
一
帯
に
は
、｢

左
二
監｣

｢

右
十
七
監｣

以
外
に
も
、
彼
ら

の
一
族
が
関
与
し
た
監
牧
が
複
数
並
立
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
史
射
勿
系
一
族
と
は
、
軍
馬
の
飼
養
を
生
業
と
し
、
そ
れ

を
通
じ
て
唐
朝
と
交
渉
を
も
っ
た
ソ
グ
ド
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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史
射
勿
系
四
墓
誌
の
祖
先
に
関
す
る
記
述

本
号
を
も
っ
て
、
史
射
勿
直
系
の
史
氏
墓
誌
四
点
の
す
べ
て
を
読
み
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
前
々
号
以
来
保
留
し
て
い
た
、
こ
の
一
族

の
祖
先
に
関
す
る
記
述
の
解
釈
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
墓
誌
の
刻
さ
れ
た
年
代
順
に
整
理
し
て
示
せ
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

｢

史
射
勿
墓
誌｣

長
子
訶
耽

(

隋
・
右
領
軍
驃
騎
将
軍
、

‾‾‾‾
次

長
楽

(

仕
本
国
為
薩
宝)

(

仕
本
国
為
薩
宝)

(

蹉�它
、
年
髪
舛
此
官
途)

開
府
儀
同
三
司)

次

安
楽

(

朝
請
大
夫)

曾
祖
・
妙
尼

祖
・
波
波
匿

父
・
認
愁

射
勿

‾‾‾‾
次

大
興

次

胡
郎

‾‾‾‾
次

道
楽

次

拒
達

｢

史
道
洛
墓
誌｣

(

周
・�善
州
刺
史
、

(

隋
・
左
十
二
府
驃
騎
将
軍
、

摩
訶
薩
宝)

開
府
儀
同
三
司)

祖
・
多
悉
多

父
・
射
勿
盤
陀

道
洛

長
子
・
徳

[

妻
、
康
氏]

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

(

魏
・
摩
訶
大
薩
宝
、

(

周
・
京
師
薩
宝

張
掖
県
令)

酒
泉
県
令)

(

隋
・
左
領
軍
驃
騎
将
軍)

(

唐
・
遊
撃
将
軍
、
直
中
書
省)

護
羅

曾
祖
・
尼

祖
・
思

父
・
陀

訶
耽

‾‾‾‾

[

妻
、
康
氏
・
張
氏]

懐
慶
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｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

(
周
・
京
師
摩
訶
薩
宝

(

皇
朝
・
上
騎
都
尉
、

酒
泉
県
令)

(

皇
朝
・
左
領
軍
驃
騎
将
軍)

右
衛
安
化
府
軍
頭)

(

司
馭
寺
右
十
七
監)

孝
忠

曾
祖
・
多
思

祖
・
槃
陀

父
・
大
興

鉄
棒

‾‾‾‾
孝
義

さ
て
、
右
の
系
図
に
よ
っ
て
問
題
を
整
理
す
れ
ば
、
①
こ
の
う
ち

｢

史
道
洛
墓
誌｣

の
父
・
射
勿
盤
陀
、｢

史
訶
耽
墓
誌｣

の
父
・
陀
、
お
よ
び

｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

の
祖
・
槃
陀
が
、
と
も
に

｢

史
射
勿
墓
誌｣

の
墓
主

(

字
は
槃
陀)

を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
異
論
は
な
く
、
②

｢

史
射
勿

墓
誌｣

の
曾
祖
・
妙
尼
と

｢
史
訶
耽
墓
誌｣

の
曾
祖
・
尼
と
は
、
一
世
代
ず
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
名
か
ら
同
一
人
物
を
意
識
し
て
い
る
と
思

わ
れ
、
③

｢

史
道
洛
墓
誌｣

の
祖
・
多
悉
多
、｢

史
訶
耽
墓
誌｣

の
祖
・
思
、｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

の
曾
祖
・
多
思
は
、
世
代
に
ず
れ
は
な
く
、
ま
た
そ

の
名
か
ら
同
一
人
物
を
指
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
問
題
は
、
③
の
多
悉
多
、
思
、
多
思
と
記
さ
れ
た
人
物
が
、｢

史
射
勿
墓
誌｣

の
祖
・

波
波
匿
と
父
・
認
愁
の
い
ず
れ
に
相
当
す
る
の
か
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
羅
豊
氏
は
、｢

史
訶
耽
墓
誌｣

の
祖
・
思
と

｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

の
曾
祖
・
多
思
は
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は

｢

史
射
勿
墓
誌｣

で
は
父
・
認
愁
に
あ
た
り
、
と
す
れ
ば
、
こ
の
祖
先
を

｢

史
射
勿
墓
誌｣

は

｢

蹉�它
し
、
年
髪
に
し
て
此
の
官
途
に
舛
く｣

と
記

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
人
物
が

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

の
京
師
薩
宝
か
ら

｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

の
京
師
摩
訶
薩
宝
に
昇
格
し
た
と
見
る
の
は
さ
ほ
ど
信
頼
す

べ
き
解
釈
で
は
な
い
こ
と
、｢

認
愁｣

は
ソ
グ
ド
名
の
漢
字
音
写
、｢

思｣
｢

多
思｣

は
そ
の
意
訳
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
を
述
べ
ら
れ
て
い
る

(

参
考
文
献
①
、
一
九
一
頁)

。
各
墓
誌
の
記
載
に
世
代
間
の
ず
れ
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
確
か
に
こ
の
よ
う
に
な
り
、
羅
氏
の
見
解
は
う
な
ず

け
る
。
た
だ
し
、
②
に
見
た
よ
う
に
、
認
識
が
一
世
代
ず
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
参
考
文
献
①
は

｢

史
道

洛
墓
誌｣

を
分
析
の
対
象
外
と
し
て
お
り
、
そ
の

｢

史
道
洛
墓
誌｣

刻
文
の
段
階
で
す
で
に
多
悉
多
を

｢

摩
訶
薩
宝｣

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
人
物
が
京
師
薩
宝
か
ら
京
師
摩
訶
薩
宝
に
昇
格
し
た
と
す
る
解
釈
は
い
よ
い
よ
成
り
立
た
な
い
。
摩
訶
薩
宝
、
京
師
薩
宝
、
京
師
摩
訶
薩

宝
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
職
号
を
指
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
称
号
を
帯
び
た
と
認
識
さ
れ
る
多
悉
多

(

思
、
多

思)

が
、｢

史
射
勿
墓
誌｣

で

｢

蹉�它
し
て
此
の
官
途
に
舛
く｣

と
記
さ
れ
る
認
愁
と
同
一
人
物
だ
と
意
識
さ
れ
た
と
も
思
え
ず
、
む
し
ろ
こ
の
人

物
は

｢

史
射
勿
墓
誌｣

で

｢

薩
宝｣

と
記
さ
れ
る
波
波
匿
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

― 102 ―



し
か
し
、
そ
う
考
え
る
と
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
第
一
は
、
こ
の
人
物
は

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

で
京
師
薩
宝
、｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

で

京
師
摩
訶
薩
宝
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
す
る
と
彼
は
い
つ
固
原
に
来
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。｢

史
訶
耽
墓
誌｣

と

｢

史
鉄
棒
墓
誌｣

は

同
じ
年
の
極
め
て
近
い
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
後
者
の
京
師
摩
訶
薩
宝
は
前
者
の
京
師
薩
宝
を
踏
襲
し
た
に
過
ぎ
ず
、｢

京
師｣

は
華
美
の

表
現
で
あ
っ
て
文
字
通
り
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ず
、
か
り
に
京
師
で
薩
宝
の
任
に
就
い
て
い
た
と
し
て
も
、
一
族
は
固
原
に
集
落
を
構

え
て
い
た
と
解
す
れ
ば
、
疑
問
は
氷
解
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
う
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
第
二
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
人
物
が
薩
宝
に

就
任
し
た
時
期
を
三
墓
誌
は
い
ず
れ
も

｢

周｣

と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
隋
代
に
死
亡
し
た
史
射
勿
の
祖
父
に
あ
て
る
に
は
時
代
が
さ
か
の
ぼ
り
す

ぎ
は
し
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

多
悉
多

(

思
、
多
思)
を
波
波
匿
と
認
愁
の
い
ず
れ
に
比
定
し
て
も
、
解
釈
は
一
長
一
短
で
あ
っ
て
、
妙
案
は
つ
か
み
に
く
い
。
四
墓
誌
に
お
け

る
祖
先
の
記
述
は
、
名
の
表
記
に
微
妙
な
差
違
が
あ
り
、
ま
た
史
射
勿

(

槃
陀)

の
官
職
の

｢

右
領
軍｣

と

｢

左
領
軍｣

、
年
代
の

｢

隋｣

と

｢

皇

朝｣

の
よ
う
な
差
違
も
あ
る
の
で
、
祖
先
の
系
譜
が

｢

書
き
つ
け｣

と
し
て
一
族
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
口
伝
や
記
憶
に

依
拠
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
見
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
点
は
お
お
か
た
認
め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、｢

史
射
勿

墓
誌｣

で
は
曾
祖
父
・
祖
父
の
両
人
が

｢
本
国
に
仕
え
て
薩
宝
と
為
る｣

と
記
さ
れ
、｢

本
国｣

に
は

｢

故
国｣

と

｢

こ
の
国

(

中
国)｣

の
二
つ
の

意
味
が
あ
る

(

前
々
号
、
一
七
六
頁
参
照)

が
、
他
の
三
墓
誌
を
見
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
祖
先
は
中
国
で
薩
宝
に
就
任
し
た
と
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
史
射
勿
の
曾
祖
父
・
祖
父
は
故
国
キ
ッ
シ
ュ
で
薩
宝
を
勤
め
て
い
た
が
、
父
親
が
そ
の
仕
事
に
し

く
じ
り
、
そ
こ
で
一
族
は
中
国
に
移
住
し
た
と
い
う
解
釈
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
結
論
に
結
び
つ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
氏
一

族
の
中
国
移
住
時
期
は
、
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
北
魏
末
期
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
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